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令和 4年度学校関係者評価委員会報告 

 

令和 3 年度学校関係者評価委員会について下記のとおり評価結果を報告します。 

 

記 

１ 学校関係者評価委員 

① 浅野 忠(評価委員 委員長) 

② 大畑 剛(評価委員) 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

第 4 回委員会 令和 5 年 6 月 1 日(会場：高知医療学院) 

 

３ 学校関係者評価委員会報告書 

  別添のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ．学校運営について 

 

１．国家試験合格率について 

〇「国家試験合格率 新卒者 100％」の達成状況 

  第 58 回理学療法士国家試験が令和 5 年 2 月 19 日に実施された。全国では、新卒受験者

10,824 人に対し合格者 10,272 人(合格率 94.9%)であった。 

  本学では、新卒受験者 27 人に対し合格者 22 人(合格率 81.5%)であり、全国の合格率より

下回る結果であった。 

「新卒合格率 100％」の目標達成はできず、全国平均を下回る結果となり、1・2 学年での

取り組みを含め、国家試験対策について検討協議を継続し本年度は合格率上昇を目標とす

る。 

他、既卒者の合格率は、受験者 11 人に対し合格者 3 名であり、対応に限界がある中で

も、合格率上昇に向け取り組みたい。 

  

【学校関係者評価委員からの意見】 

 今回の結果より、再履修学生の結果状況はどうだったか？あわせて、最終学年までの成績 

状況と結果状況について、どのように分析しているか？                                          

【学校としての対策】 

 再履修生は全般的に成績下位となる傾向が多く、国家試験結果も厳しい状況である。 

あわせて、最終学年までの成績と国家試験結果は比例している。各学年の厳正かつ的確な

進級を諮り、成績下位グループに対して、学習サポートの強化および学習スタイルの構築

等、それぞれの問題点を明確化しながら、継続指導を続けていきたい。 

 

                                             

２．３年間の卒業率について 

〇「３年間卒業率 80％以上」の達成状況 

  今春、第 43 期生が社会へと巣立った。 

令和 2 年度入学生であった第 43 期生の入学数は、35 名であった。この内、本学修業年限

の 3 年間で卒業できたのは 25 名(卒業率 71.4%)であった。 

 

【学校関係者評価委員からの意見】 

この達成率は、どのような意義があるか？ 

【学校としての対策】 

  基本は全員卒業を目標に、諸事情により卒業できなかった場合でも、全体の 80％の卒業率

を目標に取り組む事で、学生、教職員共に共学・協学の理念の下、進行する事ができる。 

   また、各種支援制度の要件を満たすためにも、この数値に意義があるものと考えている。 

 

 



 

３．退学者数および留年者数について 

〇「退学者数 5 名以内および留年者数 3 名以内」の達成状況 

  令和 4 年度当面の在学生数は 69 名であった。この内、退学者 6 名、留年生 3 名であっ

た。前年度との比較では、退学者 4 名から 6 名へ、留年者 2 名から 3 名と増加し、目標達成 

 に至らなかった。 

 

【学校関係者評価委員からの意見】 

 退学の増加について、個別の理由はどのような内容であったか？ 

【学校としての対策】 

  個別理由は様々であり、個人情報にも関わる内容であるが、学力低迷、進路変更など退学

理由も多様化しており、介入できない事も多くなっている印象である。 

 

 

４．入学試験受験者実数について 

〇「入学試験受験者実数 40 名以上」の達成状況 

 令和 5 年度入学学生は、24 名であった。入学定員 40 名に対して、受験者実数は 25 名に

とどまった。入学生確保のために、オープンキャンパスや個別進学相談開催【オンライン型

開催を含む】、高等学校教員対象の学校説明会開催、各種広告、DM、進学ガイダンス参加、

高等学校訪問回数増等の学生募集活動を積極的に展開したが、新型コロナウイルス感染症の

影響により十分な広報活動ができなかった。 

 

【学校関係者評価委員からの意見】 

 入学定員数充足への取り組みについて、どのように対応しているか。 

 今後、多方面への対応について、具体的に方略を示してほしい。 

【学校としての対策】 

 上記報告内容を含めて様々な取り組みをしているが、2022 年度も引き続き、新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴い、積極的な入試活動が実施できなかったことが志願者減の要因と

される。あわせて、県外学生の減少も要因の一つである。 

今後も入試活動を積極的に行い、学内では教育内容の充実、学生への各種サポートに努

め、ボランティア活動など地域貢献にも注力し、知名度アップに繋げたい。 

  今後の方略として、在学生・保護者に対しては、口コミでの案内、対外的には、高校訪問

は元より、学生が通塾した学習塾の訪問や広告場所の追加等、コロナ制限も解除となり、積

極的にアプローチしたいと考えている。 

 

 

 

 



５．就職率について 

〇「就職率 100%」の達成状況 

  就職率は開学以来 100%を達成している。令和 5 年度採用の求人数は前年度より増加し、

全国より 398 件、2,306 名であった。前年度(341 件 1,864 名程度)、国家試験合格学生は 

全員就職決定した。 

 

【学校関係者評価委員からの意見】 

 就職率 100%の継続は素晴らしいことである。 

【学校としての対策】 

  これまで同様に学内の就職担当窓口の学生部を中心に、ハローワーク担当の方々と連携し

ながら講義または演習、就職説明会の実施(オンライン型)、就職活動指導(施設選定へのアド

バイス、履歴書指導、小論文添削、面接練習)などを実施している。面接練習では、臨機応変

な対応ができるよう取り組んでいるものの、苦慮する学生もおり、本年度も練習時間を増や

し対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．保護者に対するアンケート調査について 

 

【保護者アンケート調査の概要】 

・アンケート表は、特手非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構により作成された「専修

学校における学校評価ガイドライン」(以下、ガイドライン)を参考に作成した。 

・令和 5 年 2 月末現在で本学に在籍する 62 名の保護者を対象とした。調査票は保護者へ郵送

し、学校に返送してもらった。アンケート調査への回答は無記名とし、集計は学校関係者評

価委員会の運営担当職員がおこなった。 

・20 の質問項目で構成されている。 

 各質問に対し「そう思う」「だいたいそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「分から

ない」の 5 選択肢の中から最も近いものを択一してもらった。 

・集計にあたっては、それぞれの回答項目の実数と全体を 100%として割合を算出した。 

 

►アンケート実施期間：令和 5 年 2月 28 日～3 月 25 日 

►送付数：62 

►回答数：38（回答率 61%） 

►回答者：保護者 

►学年内訳：1 学年 16 名、2 学年 19 名、3学年 

 

【学校関係者評価委員からの意見】 

全体に肯定的な回答がほぼ 8 割以上を占めており保護者から評価されていると考えられる。 

【学校としての対策】 

評価委員の意見にもあったように、学校としての基本的事項について保護者から評価されて 

おり、学校側としても安心である。 

最後の質問項目 20 の本学に入学して「良かった」かについて、95％が肯定的な回答であ

り、教職員としても、この結果は非常に嬉しく感じることであり、より一層、しっかりと取

り組んで行きたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


